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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線信号を受信する複数のアンテナと、
　前記複数のアンテナそれぞれが捉えた無線信号をそれぞれ復調する複数の無線復調部と
、
　前記複数の無線復調部それぞれの出力信号をそれぞれ復号する複数の復号部と、
　前記複数の復号部それぞれの出力信号を合成する合成部と、
　前記複数の無線復調部、前記複数の復号部及び前記合成部それぞれの電源をオン／オフ
制御する電源制御部と、
　前記合成部の出力信号から受信率を算出する受信率算出部と、
　前記複数の復号部それぞれの出力信号又は前記合成回路の出力信号から受信品質を算出
する受信品質算出部と、
　受信方式切替閾値を基にシングル受信とダイバーシチ受信の切替えを行い、前記受信方
式切替閾値を前記受信率算出部で算出された受信率を基に更新し、前記受信品質算出部で
算出された受信品質が前記受信方式切替閾値以上のときは、前記複数のアンテナと前記複
数の無線復調部と前記複数の復号部のうちのそれぞれ１つを使用するシングル受信に切替
えると共に、使用しない残りの前記複数のアンテナと前記複数の無線復調部と前記複数の
復号部のそれぞれの電源をオフにし、前記受信品質が前記受信方式切替閾値未満のときは
、前記複数のアンテナと前記複数の無線復調部と前記複数の復号部それぞれを複数使用す
るダイバーシチ受信に切替える受信方式切替部と、
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　を備え、
　前記受信方式切替部は、前記受信方式切替閾値以下の値の最小値である第１の所定値と
、前記受信方式切替閾値以上の値の最大値である第２の所定値とを有し、前記受信品質算
出部で算出された受信品質が前記受信方式切替閾値以上で且つ前記受信方式切替閾値が前
記第１の所定値以下の場合は前記受信方式切替閾値を所定値だけ大きく設定して受信方式
をシングル受信に切替え、前記受信品質算出部で算出された受信品質が前記受信方式切替
閾値以上で且つ前記受信方式切替閾値が前記第１の所定値を超える場合は受信方式をシン
グル受信に切替え、前記受信品質算出部で算出された受信品質が前記受信方式切替閾値未
満で且つ前記受信方式切替閾値が前記第２の所定値以上の場合は前記受信方式切替閾値を
所定値だけ小さく設定して受信方式をシングル受信に切替え、前記受信品質算出部で算出
された受信品質が前記受信方式切替閾値未満で且つ前記受信方式切替閾値が前記第２の所
定値未満の場合は受信方式をダイバーシチ受信に切替えるダイバーシチ受信装置。
【請求項２】
　前記受信方式切替部は、前記受信率算出部で算出された受信率が予め設定された基準受
信率以上である場合は、前記受信方式切替閾値を所定値だけ小さく設定し、前記受信率算
出部で算出された受信率が前記基準受信率未満である場合は、前記受信方式切替閾値を所
定値だけ大きく設定する請求項１に記載のダイバーシチ受信装置。
【請求項３】
　無線信号を受信する複数のアンテナと、
　前記複数のアンテナそれぞれが捉えた無線信号をそれぞれ復調する複数の無線復調部と
、
　前記複数の無線復調部それぞれの出力信号をそれぞれ復号する複数の復号部と、
　前記複数の復号部それぞれの出力信号を合成する合成部と、
　前記複数の無線復調部、前記複数の復号部及び前記合成部それぞれの電源をオン／オフ
制御する電源制御部と、
　前記合成部の出力信号から受信率を算出する受信率算出部と、
　前記複数の復号部それぞれの出力信号又は前記合成回路の出力信号から受信品質を算出
する受信品質算出部と、
　受信方式切替閾値を基にシングル受信とダイバーシチ受信の切替えを行い、前記受信方
式切替閾値を前記受信率算出部で算出された受信率を基に更新し、前記受信品質算出部で
算出された受信品質が前記受信方式切替閾値以上のときは、前記複数のアンテナと前記複
数の無線復調部と前記複数の復号部のうちのそれぞれ１つを使用するシングル受信に切替
えると共に、使用しない残りの前記複数のアンテナと前記複数の無線復調部と前記複数の
復号部のそれぞれの電源をオフにし、前記受信品質が前記受信方式切替閾値未満のときは
、前記複数のアンテナと前記複数の無線復調部と前記複数の復号部それぞれを複数使用す
るダイバーシチ受信に切替える受信方式切替部と、
　を備え、
　前記受信方式切替部は、前記受信方式切替閾値以下の値の最小値である第１の所定値と
、前記受信方式切替閾値以上の値の最大値である第２の所定値とを有し、前記受信品質算
出部で算出された受信品質が前記受信方式切替閾値以上で且つ前記受信方式切替閾値が前
記第１の所定値以下の場合は前記受信方式切替閾値を所定値だけ大きく設定して受信方式
をシングル受信に切替え、前記受信品質算出部で算出された受信品質が前記受信方式切替
閾値未満で且つ前記受信方式切替閾値が前記第２の所定値以上の場合は前記受信方式切替
閾値を所定値だけ小さく設定して受信方式をダイバーシチ受信に切替え、所定の時間間隔
でのみダイバーシチ受信を行うダイバーシチ間欠受信を行うか、又は受信方式をシングル
受信に切替え、所定の時間間隔でのみシングル受信を行うシングル間欠受信を行うダイバ
ーシチ受信装置。
【請求項４】
　前記受信方式切替部は、前記受信率算出部で算出された受信率が予め設定された基準受
信率以上である場合は、前記受信方式切替閾値を所定値だけ小さく設定し、前記受信率算
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出部で算出された受信率が前記基準受信率未満である場合は、前記受信方式切替閾値を所
定値だけ大きく設定する請求項３に記載のダイバーシチ受信装置。
【請求項５】
　前記受信品質算出部は、受信品質として、信号と雑音の電力比であるＣ／Ｎ又は受信電
界強度を算出する請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載のダイバーシチ受信装置。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載のダイバーシチ受信装置を備えた携帯端末
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ダイバーシチ受信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の受信ブランチを備えて受信品質の向上を図ったダイバーシチ受信装置が提
案されている（例えば、特許文献１参照）。特許文献１で開示されたダイバーシチ受信装
置は、初めに、２つの受信ブランチのいずれか一方を選択し、情報信号の誤り検出を行い
、情報信号に誤りがない場合にはこのブランチでの受信を続けると共に、選択していない
方の受信ブランチへの給電をオフする（シングル受信モード１）。そして、シングル受信
モード１において、移動等で受信環境が変化し、情報信号の誤り率が予め定めた値以上に
なった場合には、選択していなかった方の受信ブランチへの給電を再開し、シングル受信
モード１からダイバーシチ受信モードに切替えることによって情報信号の受信可能領域を
広げる。
【０００３】
　ダイバーシチ受信モードにおいては、情報信号の二乗誤差により受信品質を検出し、そ
の二乗誤差と予め設定された閾値との比較を行い、移動等で受信環境が変化し、その二乗
誤差が閾値より小さくなった場合には受信環境が改善されたと判断し、シングル受信モー
ド１に移行する。また、ダイバーシチ受信モードにおいては、制御信号の誤り検出を実施
し、制御信号の誤り率を測定する。そして、移動等で受信環境が変化し、その誤り率が予
め定めた値以上になった場合には情報信号の正常な受信ができないと判断し、情報信号の
再生を停止すると共にダイバーシチ受信モードからシングル受信モード２に移行する。
【０００４】
　シングル受信モード２においては、２つの受信ブランチのいずれかを選択し、引き続き
制御信号の誤り検出を行う。このとき、選択していない方の受信ブランチへの給電をオフ
する。そして、シングル受信モード２において、移動等で受信環境が変化し、制御信号の
誤り率が予め定めた値以下になった場合には受信信号の品質が改善されたと判断し、選択
していなかった方の受信ブランチへの給電を再開し、シングル受信モード２からダイバー
シチ受信モードに移行する。
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－３２０５２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来のダイバーシチ受信装置は、ダイバーシチ受信とシングル受信との
切替えの判定を、固定した値（「閾値」、「予め設定した値」）を基に行うようにしてお
り、ダイバーシチ受信が必要な受信環境であるにも拘わらずシングル受信を行うこともあ
り、ダイバーシチ機能を十分に活かすことができなかった。逆にシングル受信でも十分で
あるにも拘わらずダイバーシチ受信を行うこともあることから、省電力化を進めるうえで
も十分とは言えなかった。特に、携帯電話などの小型電子機器においては小型化されたバ
ッテリを使用することから、無駄な電力を消費していれば、バッテリの持続時間を長くす
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ることができない。このようなことから、更なる省電力化が期待されている。
【０００７】
　本発明は、係る事情に鑑みてなされたものであり、ダイバーシチ受信とシングル受信と
の切替えを高精度に行うことができるダイバーシチ受信装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的は下記構成及び方法により達成される。
　本発明のダイバーシチ受信装置は、無線信号を受信する複数のアンテナと、前記複数の
アンテナそれぞれが捉えた無線信号をそれぞれ復調する複数の無線復調部と、前記複数の
無線復調部それぞれの出力信号をそれぞれ復号する複数の復号部と、前記複数の復号部そ
れぞれの出力信号を合成する合成部と、前記複数の無線復調部、前記複数の復号部及び前
記合成部それぞれの電源をオン／オフ制御する電源制御部と、前記合成部の出力信号から
受信率を算出する受信率算出部と、前記複数の復号部それぞれの出力信号又は前記合成回
路の出力信号から受信品質を算出する受信品質算出部と、受信方式切替閾値を基にシング
ル受信とダイバーシチ受信の切替えを行い、前記受信方式切替閾値を前記受信率算出部で
算出された受信率を基に更新し、前記受信品質算出部で算出された受信品質が前記受信方
式切替閾値以上のときは、前記複数のアンテナと前記複数の無線復調部と前記複数の復号
部のうちのそれぞれ１つを使用するシングル受信に切替えると共に、使用しない残りの前
記複数のアンテナと前記複数の無線復調部と前記複数の復号部のそれぞれの電源をオフに
し、前記受信品質が前記受信方式切替閾値未満のときは、前記複数のアンテナと前記複数
の無線復調部と前記複数の復号部それぞれを複数使用するダイバーシチ受信に切替える受
信方式切替部と、を備える。
【０００９】
　前記受信方式切替部は、前記受信率算出部で算出された受信率が予め設定された基準受
信率以上である場合は、前記受信方式切替閾値を所定値だけ小さく設定し、前記受信率算
出部で算出された受信率が前記基準受信率未満である場合は、前記受信方式切替閾値を所
定値だけ大きく設定する。
【００１０】
　前記受信方式切替部は、前記受信方式切替閾値以下の値の第１の所定値と、前記受信方
式切替閾値以上の値の第２の所定値とを有し、前記受信品質算出部で算出された受信品質
が前記受信方式切替閾値以上で且つ前記受信方式切替閾値が前記第１の所定値以下の場合
は前記受信方式切替閾値を所定値だけ大きく設定して受信方式をシングル受信に切替え、
前記受信品質算出部で算出された受信品質が前記受信方式切替閾値未満で且つ前記受信方
式切替閾値が前記第２の所定値以上の場合は前記受信方式切替閾値を所定値だけ小さく設
定して受信方式をシングル受信に切替える。
【００１１】
　前記受信方式切替部は、前記受信方式切替閾値以下の値の第１の所定値と、前記受信方
式切替閾値以上の値の第２の所定値とを有し、前記受信品質算出部で算出された受信品質
が前記受信方式切替閾値以上で且つ前記受信方式切替閾値が前記第１の所定値以下の場合
は前記受信方式切替閾値を所定値だけ大きく設定して受信方式をシングル受信に切替え、
前記受信品質算出部で算出された受信品質が前記受信方式切替閾値未満で且つ前記受信方
式切替閾値が前記第２の所定値以上の場合は前記受信方式切替閾値を所定値だけ小さく設
定して受信方式をダイバーシチ受信に切替え、所定の時間間隔でのみダイバーシチ受信を
行うダイバーシチ間欠受信を行う。
【００１２】
　前記受信品質算出部は、受信品質として、信号と雑音の電力比であるＣ／Ｎ又は受信電
界強度を算出する。
【００１３】
　本発明の携帯端末は、上記いずれかに記載のダイバーシチ受信装置を備える。
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【発明の効果】
【００１５】
　本発明のダイバーシチ受信装置は、受信率に応じてダイバーシチ受信を起動するか否か
の判定基準となる閾値を更新するので、ダイバーシチ受信とシングル受信との切替精度が
向上し、これによって省電力化が図れ、携帯電話などの小型電子機器に適用した場合にバ
ッテリ持続時間を長くすることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明を実施するための好適な実施の形態について、図面を参照して詳細に説明
する。
【００１７】
　図１は、本発明の実施の形態１に係るダイバーシチ受信装置の概略構成を示すブロック
図である。図１において、本実施の形態のダイバーシチ受信装置は、例えば地上デジタル
放送を受信可能なものであり、無線信号を捉えるアンテナ１０１及び１０５と、アンテナ
１０１で捉えられた無線信号を復調する無線復調部１０２と、アンテナ１０５で捉えられ
た無線信号を復調する無線復調部１０６と、無線復調部１０２で復調された信号を復号す
る復号部１０３と、無線復調部１０６で復調された信号を復号する復号部１０７と、各復
号部１０３，１０７で復号された信号を合成する合成部１０９と、合成部１０９からの合
成信号の受信率を算出する受信率算出部１１０と、合成前の復号信号と合成後の復号信号
から受信品質を算出する受信品質算出部１１１と、受信率及び受信品質を基に受信方式を
切替える受信方式切替部１１２と、受信方式切替部１１２の制御により、無線復調部１０
２、復号部１０３及び合成部１０９それぞれに対して電源オン／オフ制御を行う電源制御
部１０４と、受信方式切替部１１２の制御により、無線復調部１０６、復号部１０７及び
合成部１０９それぞれに対して電源オン／オフ制御を行う電源制御部１０８とを備えて構
成される。
【００１８】
　合成部１０９における合成方法としては合成効果が大きい方法が望ましく、例えばＯＦ
ＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）変調方式の場合にはキャリア合成
法などがある。受信率算出部１１０は、合成信号から受信率を算出するが、例えば受信品
質としてパケットエラーレート（ＰＥＲ）を用いた場合の受信率[％]は、（１）式で算出
することができる。
【数１】

【００１９】
　受信品質算出部１１１は、受信品質として信号と雑音の電力比であるＣ／Ｎ［ｄＢ］を
算出する。なお、受信品質の指標として、上述したパケットエラーレート[％]の他、受信
電界強度[ｄＢｍ]、ビットエラーレート（ＢＥＲ）[％]などを算出するようにしても良い
。電源制御部１０４は、受信方式切替部１１２から動作指示がある場合には、無線復調部
１０２、復号部１０３及び合成部１０９それぞれに対して電源オン制御を行い、動作指示
が無い場合には無線復調部１０２、復号部１０３及び合成部１０９それぞれに対して電源
オフ制御を行う。電源制御部１０８は、受信方式切替部１１２から動作指示がある場合に
は、無線復調部１０６、復号部１０７及び合成部１０９それぞれに対して電源オン制御を
行い、動作指示が無い場合には無線復調部１０６、復号部１０７及び合成部１０９それぞ
れに対して電源オフ制御を行う。合成部１０９は、電源制御部１０４と電源制御部１０８
のいずれか１つからでも電源オフ制御された場合には合成処理を行わず、復号部１０３又
は復号部１０７のいずれか一方から入力された復号信号をそのまま出力する。
【００２０】
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　次に、上記構成のダイバーシチ受信装置の動作について説明する。まず電源が投入され
て装置が動作を開始すると、アンテナ１０１及び１０５で捉えられた無線信号が無線復調
部１０２及び１０６に入力されて、それぞれにおいて復調される。そして、無線復調部１
０２及び１０６からの復調信号が復号部１０３及び１０７に入力されて、それぞれにおい
て復号される。復号部１０３及び１０７からの復号データが合成部１０９で合成されて出
力されると共に、出力された復号データが受信率算出部１１０及び受信品質算出部１１１
それぞれに入力される。
【００２１】
　復号部１０３及び１０７からの復号データは受信品質算出部１１１にも入力され、これ
らの復号データと合成部１０９からの復号データとから受信品質が算出される。そして、
算出された受信品質が受信方式切替部１１２に入力される。受信率算出部１１０に合成部
１０９から復号データが入力されることで受信率が算出され、算出された受信率が受信方
式切替部１１２に入力される。受信方式切替部１１２では、図２に示すフロー図に従う処
理が行われる。以下、図２に示すフロー図及びＣ／Ｎとβの関係を示す図を参照して受信
方式切替部１１２の動作について説明する。
【００２２】
　図２において、まず基準となる所望の受信率α[％]と受信方式切替閾値β[ｄＢ]の初期
値を設定する（ステップＳ１）。ここではβはＣ／Ｎであるとする。なお、Ｃ／Ｎ以外に
、ＢＥＲやＰＥＲ等の受信品質を示すパラメータであれば、それを使用しても構わない。
受信方式切替閾値βの初期値と基準受信率αをそれぞれ設定した後、ダイバーシチ受信を
開始し、受信率とＣ／Ｎを計算する（ステップＳ２）。そして、計算した受信率が所望の
受信率α以上かどうかを判定し（ステップＳ３）、計算した受信率が所望の受信率α以上
である場合は受信品質が十分確保できているので、βをΔβだけ低く設定し（ステップＳ
４）、ダイバーシチ受信を起動し難くする。すなわち、ダイバーシチ受信の時間が短くな
るようにする。これに対して、計算した受信率が所望の受信率α未満の場合は受信品質が
確保できていないので、βをΔβだけ高く設定し（ステップＳ５）、ダイバーシチ受信を
起動し易くする。すなわち、ダイバーシチ受信の時間が長くなるようにする。
【００２３】
　βをΔβだけ低く設定するか又は高く設定して値を更新した後、βとステップＳ２で計
算したＣ／Ｎを比較し、Ｃ／Ｎがβ以上であるかどうか判定する（ステップＳ６）。Ｃ／
Ｎがβ以上である場合はシングル受信を行い（ステップＳ７）、Ｃ／Ｎがβ未満の場合は
ダイバーシチ受信を行う（ステップＳ８）。このようにすることにより、受信品質を確保
できないときすなわち受信品質が不足したときにのみダイバーシチ受信を行うので、ダイ
バーシチ受信とシングル受信との切替精度が向上し、ダイバーシチ受信を行う割合が減少
する。これにより、省電力化が図れ、携帯電話などの小型電子機器に適用した場合にバッ
テリ持続時間を長くすることができる。
【００２４】
　このように本実施の形態のダイバーシチ受信装置によれば、受信率算出部１１０で算出
した受信率が予め設定した受信率設定値α以上であれば、βをΔβだけ低く設定し、算出
した受信率が受信率設定値α未満であれば、βをΔβだけ高く設定し、βの更新を行った
後、算出した受信品質が更新後のβ以上であればシングル受信すなわちアンテナ１０１、
無線復調部１０２及び復号部１０３の受信ブランチ又はアンテナ１０５、無線復調部１０
６及び復号部１０７の受信ブランチのいずれか一方による受信を行い、算出した受信品質
が更新後のβ未満であればダイバーシチ受信すなわちアンテナ１０１、無線復調部１０２
及び復号部１０３の受信ブランチとアンテナ１０５、無線復調部１０６及び復号部１０７
の受信ブランチの両方による受信を行うので、ダイバーシチ受信とシングル受信との切替
精度が向上し、ダイバーシチ受信を行う割合が減少する。これにより、省電力化が図れ、
携帯電話などの小型電子機器に適用した場合にバッテリ持続時間を長くすることができる
。なお、ＢＥＲやＰＥＲを受信品質の指標として利用することも可能であるが、この場合
は、閾値の設定は上記説明とは反対となり、ＢＥＲ（ＰＥＲ）の値が大きくなると閾値を
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高く設定し、ＢＥＲ（ＰＥＲ）の値が小さくなると閾値を低く設定すれば良い。
【００２５】
　次に、本発明の実施の形態２に係るダイバーシチ受信装置について説明する。本実施の
形態のダイバーシチ受信装置では、受信方式切替閾値βに最小値（第１の所定値）β１と
最大値（第２の所定値）β２を設けて、β１≦β≦β２とした点が実施の形態１と異なっ
ている。装置構成は図１と同様であるので省略する。以下、図３に示すフロー図及びＣ／
Ｎとβ，β１，β２の関係を示す図を参照して、本実施の形態のダイバーシチ受信装置の
動作を説明する。受信率αの設定と受信方式切替閾値β，β１，β２の設定を除く、βの
値を更新する処理（ステップＳ１１～ステップＳ１４）は実施の形態１と同じであるので
、その説明を省略する。
【００２６】
　βをΔβだけ低く設定するか又は高く設定して値を更新した後、βとステップＳ１１で
計算したＣ／Ｎを比較し、Ｃ／Ｎがβ以上であるかどうか判定する（ステップＳ１５）。
β以上である場合は、βがβ１以下であるかどうか判定する（ステップＳ１６）。βがβ
１以下であれば、βをΔβだけ高く設定し（ステップＳ１７）、シングル受信動作を行う
（ステップＳ１８）。これに対して、βがβ１より大きければ、そのままシングル受信動
作を行う（ステップＳ１８）。このように、Ｃ／Ｎがβ以上で且つβがβ１より大きいと
きは、シングル受信動作を行うように設定し、Ｃ／Ｎがβ以上で且つβがβ１以下のとき
は、βをΔβだけ高く設定し、シングル受信動作を行うように設定する。このようにする
ことで、良好な受信状態が続いた場合でもβがβ１以下にならないため、受信状態が劣化
したときにダイバーシチ受信を開始するまでの時間を短縮することができる。
【００２７】
　一方、ステップＳ１５において、Ｃ／Ｎがβ未満である場合は、βがβ２以上であるか
どうか判定する（ステップＳ１９）。βがβ２以上であれば、βをΔβだけ低く設定し（
ステップＳ２０）、シングル受信動作を行う（ステップＳ１８）。これに対して、βがβ
２未満であれば、ダイバーシチ受信動作を行う（ステップＳ２１）。このように、Ｃ／Ｎ
がβ未満で且つβがβ２未満のときは、ダイバーシチ受信動作を行うように設定し、βが
Ｃ／Ｎ未満で且つβがβ２以上のときは、βをΔβ低く設定し、シングル受信動作を行う
ように設定する。このようにすることで、劣悪な受信状態が続いた場合でもβがβ２以上
とならないため、受信状態が改善したときにシングル受信を開始するまでの時間を短縮す
ることができる。
【００２８】
　このように本実施の形態のダイバーシチ受信装置によれば、Ｃ／Ｎがβ以上で且つβが
β１より大きいときは、シングル受信動作を行うように設定し、Ｃ／Ｎがβ以上で且つβ
がβ１以下のときは、βをΔβだけ高く設定してシングル受信動作を行うように設定し、
また、Ｃ／Ｎがβ未満で且つβがβ２未満のときは、ダイバーシチ受信動作を行うように
設定し、Ｃ／Ｎがβ未満で且つβがβ２以上のときは、βをΔβ低く設定し、シングル受
信動作を行うように設定するので、受信状態が劣化したときにはダイバーシチ受信を開始
するまでの時間を短縮することができ、また受信状態が改善したときにはシングル受信を
開始するまでの時間を短縮することができる。したがって、受信状態が変化したときの切
替時間の短縮化が図れ、省電力化が図れる。
【００２９】
　次に、本発明の実施の形態３に係るダイバーシチ受信装置について説明する。本実施の
形態のダイバーシチ受信装置は、ダイバーシチ間欠受信を行う機能を追加した点が実施の
形態２と異なっている。装置構成は図１と同様であるので、省略する。以下、図４に示す
フロー図及びＣ／Ｎとβ，β１，β２の関係を示す図を参照して、本実施の形態のダイバ
ーシチ受信装置の動作を説明する。受信率αの設定と受信方式切替閾値β，β１，β２の
設定処理（ステップＳ３０）については実施の形態２と同じであり、受信方式切替閾値β
の値を更新する処理（ステップＳ３１～ステップＳ３４）は実施の形態１と同じであるの
で、その説明を省略する。
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【００３０】
　βをΔβだけ低く設定するか又は高く設定して値を更新した後、βとステップＳ３１で
計算したＣ／Ｎを比較し、Ｃ／Ｎがβ以下であるかどうか判定する（ステップＳ３５）。
β以上である場合は、βがβ１以下であるかどうか判定する（ステップＳ３６）。βがβ
１以下であれば、βをΔβだけ高く設定し（ステップＳ３７）、シングル受信動作を行う
（ステップＳ３８）。これに対して、βがβ１より大きければ、そのままシングル受信動
作を行う（ステップＳ３８）。このように、Ｃ／Ｎがβ以上で且つβがβ１より大きいと
きは、シングル受信動作を行うように設定し、Ｃ／Ｎがβ以上で且つβがβ１以下のとき
は、βをΔβだけ高く設定し、シングル受信動作を行うように設定する。こうすることに
より、良好な受信状態が続いた場合でもβがβ１以下にならないため、受信状態が劣化し
たときにダイバーシチ受信を開始するまでの時間を短縮することができる。
【００３１】
　一方、ステップＳ３５において、Ｃ／Ｎがβ未満である場合は、βがβ２以上であるか
どうか判定する（ステップＳ３９）。βがβ２以上であれば、βをΔβだけ低く設定し（
ステップＳ４０）、ダイバーシチ間欠受信動作を行う（ステップＳ４１）。これに対して
、βがβ２未満であれば、ダイバーシチ受信動作を行う（ステップＳ４２）。このように
、Ｃ／Ｎがβ未満で且つβがβ２未満のときは、ダイバーシチ受信動作を行うように設定
し、Ｃ／Ｎがβ未満で且つβがβ２以上のときは、βをΔβ低く設定し、ダイバーシチ間
欠動作を行うように設定する。こうすることにより、受信状態が劣化した状態でダイバー
シチ受信を行うことになるので、受信可能かどうかを精度良く判定でき、且つ間欠受信を
行うことで消費電力を低減することが可能となる。なお、ステップＳ４１において、シン
グル間欠受信動作を行うようにしても良い。
【００３２】
　このように本実施の形態のダイバーシチ受信装置によれば、Ｃ／Ｎがβ以上で且つβが
β１より大きいときはシングル受信動作を行うように設定し、Ｃ／Ｎがβ以上で且つβが
β１以下のときはβをΔβだけ高く設定してシングル受信動作を行うように設定し、また
、Ｃ／Ｎがβ未満で且つβがβ２未満のときはダイバーシチ受信動作を行うように設定し
、Ｃ／Ｎがβ未満で且つβがβ２以上のときはβをΔβ低く設定してダイバーシチ間欠動
作を行うように設定するので、良好な受信状態が続いた場合でもβがβ１以下にならない
ため、受信状態が劣化した時にダイバーシチ受信を開始するまでの時間を短縮することが
でき、また受信状態が劣化した状態でダイバーシチ受信を行うことから、受信可能かどう
かを精度良く判定でき、且つ間欠受信を行うことで消費電力を低減することが可能となる
。
【００３３】
　なお、上記各実施の形態では、アンテナ１０１，１０５、無線復調部１０２，１０６及
び復号部１０３，１０７を２系統搭載した場合について説明したが、２系統以上搭載した
場合でも同様の効果を得ることができる。この場合、例えばＮ系統の受信系であれば、（
Ｎ－１）種類のダイバーシチ受信が可能となり、ダイバーシチ受信時において（Ｎ－１）
種類のダイバーシチ受信切替えを行うことができる。
【００３４】
　また、上記各実施の形態では、シングル受信時には、無線復調部１０２（１０６）と復
号部１０３（１０７）の双方への給電を停止するようにしたが、無線復調部１０２（１０
６）と復号部１０３（１０７）のうち、いずれか一方への給電を停止するようにしても良
い。この場合、消費電力の大きな方を選択する方が省電力化の点で有利であることは言う
までもない。
【００３５】
　本発明を詳細にまた特定の実施態様を参照して説明したが、本発明の精神と範囲を逸脱
することなく様々な変更や修正を加えることができることは当業者にとって明らかである
。
【産業上の利用可能性】
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【００３６】
　本発明は、省電力化が図れてバッテリ持続時間を長くできるという効果を有し、複数の
受信ブランチを用いたダイバーシチ受信装置、特に地上デジタル放送を受信可能な携帯電
話やカーナビゲーションなどへの適用が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の実施の形態１に係るダイバーシチ受信装置の概略構成を示すブロック図
【図２】本発明の実施の形態１に係るダイバーシチ受信装置の動作を説明するためのフロ
ー図
【図３】本発明の実施の形態２に係るダイバーシチ受信装置の動作を説明するためのフロ
ー図
【図４】本発明の実施の形態３に係るダイバーシチ受信装置の動作を説明するためのフロ
ー図
【符号の説明】
【００３８】
　　１０１、１０５　アンテナ
　　１０２、１０６　無線復調部
　　１０３、１０７　復号部
　　１０４、１０８　電源制御部
　　１０９　合成部
　　１１０　受信率算出部
　　１１１　受信品質算出部
　　１１２　受信方式切替部
 

【図１】 【図２】
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